
科目名称 医療安全Ⅰ （基礎） 
学年学期 単位数 時間数 

1 学年後期 1 １５ 

担当教員 福田 栄江 
授業に関わる

実務経験 

■ 有 （看護師 ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

  安全な看護実践を提供するために、医療事故の危険を予測し回避する方法を理解する。 

 

【2】 学習目標 

１．ヒューマンエラーについて説明できる。 

２．医療事故に伴う看護師の法的責任について説明できる。 

３．事例をもとに事故を分析し、発生要因と防止対策を述べられる。 

４．医療事故後の対応について説明できる。 

５．対象の日常生活に潜むリスクを回避する方法を考え、述べられる。 
 

【3】 第 2 看護学科ディプロマポリシーとの関連性 

■ １．生活者としての人間の理解 

■ ２．人間の生命、尊厳、権利を尊重した判断・行動 

■ ３．多様な価値観、共感的態度、倫理に基づいた看護実践 

☐ ４．科学的根拠に基づいた看護実践 

■ ５．多職種との連携・協働 

■ ６．地域医療の理解と生活の支援 

■ ７．自己の資質向上のための主体的な学び 

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 医療事故とヒューマンエラー 講義 

2 医療安全の考え方 講義・演習 

3 事故分析 
演習 

4 

5 医療事故後の対応 講義 

6 医療従事者の安全を脅かすリスクと対策 講義 

7 まとめ 演習 

8 筆記試験  

 

【5】 評価方法 

以下の方法で総合的に評価する。 

①ペーパーテスト （80 点）【目標 1 から 5】 

  各回で扱った内容の中から重要なキーワードの説明や応用問題・事例問題を出題する。 

②個人レポート提出 （１0 点）【目標 3】 

テーマ・期限は別に提示する。提出日は厳守する。レポート形式 1200 字程度  

③演習成果物（10 点）【目標 5】 

 

【6】 教科書 

 川村治子：系統看護学講座 看護の統合と実践統合と実践〔2〕 医療安全（第 4 版） 医学書院 2022 

 

【7】 参考書 

  授業内で提示する。 

 

【8】 受講生へのメッセージ 

    


